
ふくしまふくしま
市議会市議会

だより

VOL.216 令和５年５月１日発行VOL.216 令和５年５月１日発行

路面電車廃止
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　今も昔も大切な市民の足として親しまれ、
まちの発展を支えています。
開通当時の東北新幹線車両　出典：福島市
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真

政

会

急
激
な
物
価
高
騰

�
に
対
す
る
対
応

萩は
ぎ
は
ら原　
太た
ろ
う郎

Ｑ　
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
と
対
策
は
。 

Ａ　
物
価
高
騰
は
、
光
熱
費
を
は
じ
め
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
光
熱
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
経
済
対
策

と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
家
庭
や
企
業
な
ど
の
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
の
措
置
が
開
始
さ
れ
、
本

市
は
妊
娠
届
出
時
と
出
産
時
に
５
万
円
ず

つ
給
付
す
る
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

を
は
じ
め
、
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、

引
き
続
き
補
助
率
を
３
分
の
１
に
引
き
上

げ
て
実
施
す
る
福
島
型
給
食
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
の
実
施
を
通
じ
た
子
ど
も
食
堂
の

運
営
支
援
に
よ
り
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
子
育
て
世
帯
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
事
業
者
向
け
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
の
導
入
に
つ
い
て
引
き
続
き
助
成
す
る

と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
取
り
組
む
中
小
企

業
へ
の
新
た
な
融
資
制
度
を
創
設
す
る
ほ

か
、
農
業
者
向
け
に
は
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
に
く
い
経
営
へ
の
転
換
と
脱
炭

素
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

　
今
後
も
、
物
価
高
騰
の
状
況
や
国
の
対

策
を
踏
ま
え
て
、
弾
力
的
に
対
応
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

ふ
く
し
ま
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
エ
ン
ト
リ
ー
状
況
と
福
島
ら
し
い

お
も
て
な
し

②�

農
業
分
野
の
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確

保
・
育
成
や
多
様
な
人
材
が
活
躍
す

る
た
め
の
取
り
組
み
の
状
況
と
成
果

③�

福
島
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
お

け
る
水
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い

て
治
水
対
策
の
推
進
状
況

④�

古
関
裕
而
の
ま
ち
・
ふ
く
し
ま
の
取

り
組
み
と
成
果
お
よ
び
野
球
殿
堂
入

り
を
生
か
し
た
施
策�

真

結

の

会

海
洋
放
出
に
よ
る

�
新
た
な
風
評
へ
の
懸
念

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

Ｑ　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
内
に
た
ま
り

続
け
る
放
射
性
物
質
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
ん

だ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
国
内
外

の
理
解
が
進
ま
な
い
中
で
の
放
出
で
、
新
た

な
風
評
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

Ａ　
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
は
、

国
民
や
関
係
者
か
ら
の
理
解
は
い
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
国
に
お

い
て
「
関
係
者
の
理
解
な
し
に
は
、
い
か

な
る
処
分
も
行
わ
な
い
」
と
の
当
初
の
約

束
に
沿
っ
た
誠
実
な
対
応
を
行
う
こ
と
、

透
明
性
の
あ
る
情
報
開
示
を
行
い
、
国
内

外
か
ら
の
風
評
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
責
任
を
も
っ
て
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、

東
北
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に
要
望
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
処
理
水
の
動
向
も
見
な
が
ら
、

農
産
物
、
観
光
な
ど
に
お
け
る
風
評
払
拭

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

出
会
い
、
結
婚
、
出
産
と
い
う
機
運

を
醸
成
す
る
方
策

②�

教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
教
員
の
働

き
方
改
革

③
今
後
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み

④�

農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
る
た
め

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
の
拡
大
と
維
持
の
た
め

の
支
援

市

民

21

市
民
セ
ン
タ
ー

�

複
合
市
民
施
設
名

粕か
す
や谷　

悦よ
し
の
り功

Ｑ　
（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー
、
複
合
市

民
施
設
の
呼
び
方
に
つ
い
て
市
民
公
募
に

よ
り
決
定
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
と
思
う
が
見
解
は
。

Ａ　
（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
方

に
つ
い
て
は
、
市
民
交
流
機
能
、
行
政
機

能
、議
会
機
能
、さ
ら
に
防
災
機
能
と
い
っ

た
複
数
の
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
議
会
に
も
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
可
否
や
公
募
の
実

施
な
ど
、
そ
の
選
定
、
決
定
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

木
幡
市
政
６
年
目
を
迎
え
、
福
島
市

政
の
諸
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の

成
果
と
課
題
を
含
め
た
総
括
と
今
後

の
市
政
運
営
方
針

②�

出
会
い
の
場
創
出
事
業
の
取
り
組
み

の
内
容
と
そ
の
成
果

③�

子
育
て
で
選
ば
れ
る
街
を
目
指
し
た

令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
と
予
算
額

④�

令
和
５
年
度
予
算
案
に
お
け
る
投
票

率
向
上
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

の
予
算
内
容

�
代
表
質
問
Ｑ
＆
Ａ

市
政
を
問
う
！

　各会派代表の６人の議員が、
施政方針や予算編成方針をはじ
め市政運営に関する質問を行い、
答弁がなされました。

　代表質問の中から、質問およ
び答弁の要旨を１件、その他の
主な質問の項目を４件掲載して
います。
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日
本
共
産
党

市
営
住
宅

�

　
家
賃
減
免
制
度

小お
ぐ
ま熊　
省
し
ょ
う
ぞ
う三

Ｑ　
市
営
住
宅
家
賃
減
免
制
度
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。 

Ａ　
市
営
住
宅
家
賃
減
免
制
度
に
つ
い
て

は
、
入
居
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
３

月
定
例
会
議
の
条
例
改
正
に
よ
り
敷
金
を

廃
止
す
る
。
ま
た
、
関
連
規
則
を
改
正
し
、

現
在
、
家
賃
の
減
免
対
象
と
な
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
っ
た
入
居
者
や
災
害
り
災
者
に
加

え
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

所
得
が
著
し
く
低
額
の
た
め
、
や
む
を
得

ず
家
賃
を
払
え
な
い
入
居
者
に
つ
い
て
も

新
た
に
家
賃
減
免
の
対
象
と
す
る
予
定
で

あ
る
。
※

�

※�

４
月
１
日
よ
り
一
定
の
条
件
を
満
た
し
所
得

が
著
し
く
低
額
な
場
合
、
家
賃
減
免
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

市
営
住
宅
へ
の
60
歳
未
満
単
身
者
の

入
居

②�

生
活
保
護
の
校
外
活
動
参
加
費
の
支
給

③�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を

し
て
い
な
い
現
状
で
の
福
島
市
に
住

む
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
の
不
利
益

④�

国
の
原
発
回
帰
政
策
の
東
日
本
大
震

災
お
よ
び
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興

の
妨
げ
に
な
る
懸
念

公

明

党

子
ど
も
の
幸
せ

�

最
優
先
社
会
の
実
現

高た
か
ぎ木　
直な
お
と人�

Ｑ　
本
市
が
行
う
子
ど
も
と
保
護
者
に
対

す
る
主
な
事
業
内
容
は
。 

Ａ　
子
ど
も
の
え
が
お
条
例
に
基
づ
き
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
世

代
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
引
き
続
き
子
育
て
と
教
育
で
選
ば
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
、
待
機
児
童
対
策
に
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
休

日
保
育
、
病
児
・
緊
急
対
応
と
い
っ
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
特
色
あ
る
幼
児
教

育
・
保
育
を
推
進
し
て
い
く
。
４
月
に
は
、

改
正
児
童
福
祉
法
に
１
年
先
行
し
て
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
え
が
お
を
開
設
し
、
子

育
て
支
援
の
体
制
強
化
を
図
る
。　

　
地
域
で
は
見
守
り
活
動
に
加
え
、
地
域

や
企
業
に
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
子

ど
も
食
堂
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
。

　

経
済
面
で
は
、
妊
娠
・
出
産
期
に
は
、

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
支
給
や
市

独
自
の
15
回
ま
で
の
妊
婦
健
診
の
無
料
化

な
ど
を
実
施
す
る
。
乳
幼
児
期
に
は
、
０

〜
２
歳
の
保
育
料
の
国
基
準
を
上
回
る
軽

減
に
加
え
て
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
を

所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
軽
減
を
実
施
し
、

学
童
期
に
は
、
多
子
世
帯
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
料
軽
減
や
福
島
型
給
食
の
補

助
率
の
引
上
げ
を
継
続
し
、
給
食
の
質
・

量
の
確
保
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

平
和
教
育
の
実
践
、
今
後
の
取
り
組
み�

②�

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
市

民
利
便
性
向
上
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト
推
進

③�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み

④�

物
価
高
騰
対
策
、
今
後
の
支
援
の
取

り
組
み

耀
ふ
く
し
ま

学
校
教
育
の
充
実
・

�

学
び
の
環
境
の
充
実

沢さ
わ
い井　
和か
ず
ひ
ろ宏�

Ｑ　
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
ク

ラ
ブ
へ
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。 

Ａ　
令
和
５
年
度
は
、
陸
上
競
技
・
剣
道

競
技
で
、
競
技
団
体
主
催
の
週
末
合
同
練

習
会
を
５
月
以
降
、
月
１
回
程
度
実
施
で

き
る
よ
う
関
係
団
体
と
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
連
携
と

し
て
、
柔
道
競
技
で
夏
以
降
に
活
動
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
民
間
組
織
と
の
連
携
と
し
て
、

福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
か
ら
派
遣
さ
れ
た
指

導
者
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
指
導
や
本

市
出
身
の
日
本
画
家
を
講
師
と
し
た
年
数

回
の
美
術
教
室
の
開
催
も
計
画
し
て
い
る
。

部
活
動
指
導
員
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
２

名
増
の
８
名
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
６
年
度
・
７
年
度
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
団
体
な
ど

と
連
携
し
、
実
施
可
能
な
地
域
・
部
活
動

か
ら
段
階
的
に
休
日
の
部
活
動
を
地
域
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
移
行
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。そ

の
他
の
主
な
質
問

①�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
家
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
内
容

②�

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
電

動
車
を
利
用
し
た
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

導
入

③�

除
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
効
果
に
つ

い
て

④�

民
生
委
員
へ
の
協
力
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
な
ど
の
導
入

各議員の氏名の下にある二次元バーコードから
市議会HPの録画映像をご覧いただけます。
（公開期間は５月末日まで）。
６月以降は会議録をご覧いただけます。

会議録はこちらから
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■
く
ら
し
・
安
全

田
ん
ぼ
ダ
ム
機
能

�
検
証
結
果

二に
か
い
ど
う

階
堂　
利り

え枝

Ｑ　
令
和
４
年
度
に
松
川
町
水
原
地
区
で

実
施
し
た
機
能
検
証
の
結
果
は
。

Ａ　
松
川
町
水
原
地
区
４
・
９
ha
の
水
田

で
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
用
排
水
桝
を
４
月
に
、

検
証
に
必
要
な
水
位
計
を
田
植
え
後
の
７

月
に
設
置
し
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
た
。

　
降
雨
時
に
検
証
し
た
一
例
で
は
、
１
時

間
当
り
73
・
6
㎥
の
雨
水
貯
留
効
果
を
確

認
し
た
。

　
耕
作
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
結
果
で
は
、
排
水
桝
の
設
置
に
よ
り
コ

メ
収
穫
量
の
減
少
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
ほ

か
、「
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
」、

「
水
田
の
水
位
調
整
が
容
易
に
な
っ
た
」

と
の
事
業
に
前
向
き
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
と

捉
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
活
用
サ
ポ
ー
ト
事
業

〇
公
園
へ
の
健
康
遊
具
の
整
備

〇
動
物
用
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
情
報
登
録

■
行
財
政銀

座
ミ
ツ
バ
チ

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の

�

包
括
連
携
協
定

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

Ｑ　
ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
構
成
市

町
村
と
の
一
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

包
括
連
携
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
方
向
性

と
し
て
、
農
産
物
や
６
次
化
商
品
の
首
都

圏
で
の
販
売
拡
大
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
想

定
し
て
い
る
。

　
本
市
の
首
都
圏
で
の
特
産
品
販
売
促
進

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
人
口
拡
大
の
取
り
組
み

に
際
し
、
連
携
中
枢
都
市
圏
で
連
携
し
た

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
市
町
村
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇�

吾
妻
連
峰
へ
の
再
エ
ネ
施
設
建
設
、

観
光
誘
客
へ
の
見
解

〇�

ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
へ
の�

中
学
生
の
教
育
旅
行

〇�

障
が
い
を
持
つ
児
童
の
中
学
校
入
学

の
際
の
配
慮

健
全
化
判
断
比
率

尾お
が
た形　
武た
け
し�

Ｑ　
今
後
の
大
型
公
共
施
設
建
設
に
伴
い
、

実
質
公
債
費
比
率
の
推
定
さ
れ
る
最
大
値

は
。

Ａ　
今
後
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
を
試
算
し
た
中

期
財
政
収
支
の
見
通
し
で
は
、
福
島
駅
前

交
流
・
拠
点
施
設
整
備
事
業
が
完
了
し
た

後
の
９
年
度
に
は
、
期
間
中
最
大
の
５
・

８
％
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
第
６
次

福
島
市
総
合
計
画
新
ス
テ
ー
ジ
実
行
プ
ラ

ン
に
お
い
て
目
標
値
と
し
て
い
る
中
核
市

平
均
の
６
・
０
％
以
内
に
収
ま
る
見
通
し

で
は
あ
る
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
試
算
以
上
に
実
質
公
債
費
比
率
が

上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
公
債
費
の
圧
迫
に
よ
り
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
の
取
捨
選
択
・
重
点
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
業
務
効
率
化
な
ど
事
務
事
業
の
見

直
し
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
補

助
金
や
有
利
な
市
債
の
活
用
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
な
ど
財
源
確
保
に
努
め
、
合

わ
せ
て
産
業
振
興
や
移
住
定
住
の
促
進
な

ど
中
長
期
的
に
安
定
し
た
税
源
の
涵
養
を

図
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
一
層
努

め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
市
街
化
調
整
区
域
の
見
直
し

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み

〇
人
・
農
地
プ
ラ
ン
法
定
化
推
進
事
業

平
和
を
守
る

�

取
り
組
み

山や
ま
だ田　

裕
ゆ
た
か

Ｑ　
市
民
に
壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
）
行
使

に
反
対
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
反
撃
能
力
に
関
す
る
国
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
国
防
の
あ
り
方
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
議
論
さ

れ
、
適
切
に
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。そ

の
他
の
主
な
質
問

〇
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

〇�

復
興
特
別
所
得
税
の
減
額
が
本
市
に

及
ぼ
す
影
響

〇
Ｇ
Ｘ（
注
１
）実
現
に
向
け
た
政
府
方
針�

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問
と
は
？
　

　
議
員
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
身
近
な
市
政
の
課
題
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
質
問
お
よ
び
答
弁
の
要
旨
を
１
件
、
そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目
を
３
件
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（注１）GX
　産業革命以来の化石エ
ネルギー中心の産業構
造・社会構造をクリーン
エネルギー中心へ転換す
ること
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■
福
祉
・
健
康

が
ん
防
災�羽は

ね
だ田　
房ふ
さ
お男��

Ｑ　
が
ん
検
診
受
診
率
と
精
密
検
査
受
診

率
向
上
の
た
め
、（
仮
称
）
ふ
く
し
ま
し

健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
２
０
２
４
の
策
定
に

向
け
た
具
体
的
施
策
内
容
は
。

Ａ　
（
仮
称
）
ふ
く
し
ま
し
健
康
づ
く
り

プ
ラ
ン
２
０
２
４
の
策
定
に
向
け
て
は
、

従
来
の
啓
発
活
動
に
加
え
、
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
企
業
な
ど
と
も
連

携
し
、
行
政
と
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
た
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
引
き
続
き
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

を
利
用
し
、
再
勧
奨
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
内

容
な
ど
に
ナ
ッ
ジ
理
論
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
工
夫
し
実
施
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
精
密
検
査
未
受
診
の
方
へ
は
、

引
き
続
き
個
別
に
受
診
勧
奨
を
行
い
、
か

か
り
つ
け
医
と
な
る
市
医
師
会
と
も
連
携

し
な
が
ら
受
診
率
の
向
上
、
が
ん
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
雑
居
ビ
ル
の
防
火
点
検

〇
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
解
除

〇
高
齢
者
の
健
康
増
進
施
策

■
子
ど
も
・
子
育
て

保
育
施
設
に

�

お
け
る
使
用
済
み

�

紙
お
む
つ
の
処
理

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

Ｑ　
保
育
士
、
保
護
者
両
方
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
持
ち

帰
り
で
は
な
く
園
内
処
分
を
実
施
徹
底
す

べ
き
で
は
。

Ａ　
公
立
保
育
施
設
の
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
処
分
は
、
保
護
者
や
施
設
職
員
の
負

担
軽
減
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
は
じ
め
と
し
た
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
、
令
和
５
年
度
早
々
に
自
園
処

理
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方

〇
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

〇�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市
民
団

体
と
の
連
携

■
教
　
　
育

学
校
給
食
に
つ
い
て�

村む
ら
や
ま山　
国く
に
こ子��

Ｑ　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
カ
ッ
ト
野

菜
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
冷
凍
食
品
な
ど
の

使
用
頻
度
は
。

Ａ　
カ
ッ
ト
野
菜
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
大
量
に
消
費
す
る
も
の
を

週
４
回
程
度
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
つ
い
て

は
、
ツ
ナ
や
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
、
コ
ー
ン
、

タ
ケ
ノ
コ
、
豆
類
の
水
煮
な
ど
を
週
２
回

程
度
使
用
し
て
い
る
。
冷
凍
食
品
は
、
揚

げ
る
前
の
状
態
の
フ
ラ
イ
や
煮
魚
、
肉
団

子
や
シ
ュ
ー
マ
イ
な
ど
を
週
４
回
程
度
、

砂
抜
き
ア
サ
リ
な
ど
の
魚
介
類
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
類

を
週
２
回
程
度
使
用
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
お
け
る
調
理
は
、
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
に
の
っ
と
り
、
短
時
間

で
調
理
し
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

皮
む
き
な
ど
の
下
処
理
に
時
間
が
か
か
る

食
材
や
虫
な
ど
の
異
物
が
混
入
し
や
す
い

食
材
、
手
の
込
ん
だ
調
理
を
必
要
と
す
る

献
立
の
場
合
な
ど
に
加
工
品
を
使
用
し
て

い
る
。
カ
ッ
ト
野
菜
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、

冷
凍
食
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
衛
生
面

や
栄
養
面
に
も
対
応
し
た
多
様
な
給
食
が

提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
負
担

〇
保
育
施
設
で
の
保
育
事
故

〇
保
育
士
の
平
均
年
収

学
校
で
の
環
境
保
全

根ね
も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭��

Ｑ　
給
食
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
を

廃
止
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
給
食
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の

廃
止
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
や

児
童
生
徒
の
環
境
保
全
意
識
を
育
む
教
育

に
も
つ
な
が
る
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
学
校
給
食
用
牛
乳
の
調

達
は
、
安
定
し
た
適
正
価
格
で
の
供
給
を

目
的
と
し
て
県
が
供
給
事
業
者
を
決
定
し

て
、
そ
の
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
学
校
給
食
用
牛
乳
の
供
給
事
業

者
を
決
定
す
る
県
に
対
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
に
向
け
て
強
く
働
き

か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育（
注
２
）の
推
進

〇�

デ
ザ
イ
ン
型
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
際
の
景
観
へ
の
配
慮

〇�

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
注
３
）に
基
づ
い
た
政
策

立
案

（注２）STEAM教育
　各教科での学習を
実社会での課題解決
に生かしていくため
の教科横断的な教育

（注３）EBPM
　証拠に基づく政策
立案
　政策の基本的な枠
組みを証拠に基づい
て明確にするための
取り組み
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◆消費額日本一の名物料理コンテスト事業
　消費額日本一となった食材の創作料理コンテス
トを開催し、飲食店支援とおもてなしの充実を図
る。

（主な質疑と答弁）
問：事業の具体的な内容は。

答： 消費額日本一である納豆を
テーマに飲食店などからメ
ニューを募集する。

　　�　入賞作品をPRすること
で飲食店への訪問を促進
し、納豆のさらなる消費の
拡大と飲食店支援に繋げ
る。

◆避難行動要支援者支援事業�
　（避難行動要支援者台帳、個別避難支援プランの作成）
　避難行動要支援者の個別避難支援プランなどの
作成により、「水害時逃げ遅れゼロ」を目指し、
避難支援体制を強化する。

（主な質疑と答弁）
問： 個別避難支援プランの作成に関して、実際に
地域とどのように連携して対応していくのか。�

答： 要介護３以上など行動難易度が困難な方は、
居宅事業所といった日頃から関わりのある社
会福祉専門職に個別避難支援プランの作成を
依頼する。行動難
易度が比較的困難
でない方は、地域
に作成と見守りを
依頼する。�

常任委員会・予算特別委員会分科会
※各常任委員会および各分科会に付託された議案審査並びに予算審査の主な内容を紹介します。

◆総合防災情報システム改修事業費
　近年の突発的な豪雨に伴い、中小河川の水位が
急激に上昇した場合における住民の早期避難を促
すため、河川水位予測システムを導入するととも
に、中小河川上流部に独自雨量計を設置し、災害
対策オペレーションシステムと連携することによ
り、水害時における速やかな避難情報発出を行う
ためのシステム改修を行う。
　既存水位計の過去実績値およびレーダー雨量計
などのデータをもとに水位予測が可能となる。
　市内の代表的な中小河川である八反田川、大森
川、濁川、水原川を対象に導入する。

（主な質疑と答弁）
問：システム導入事例と有効性は。

答： 山形県鶴岡市において、令和２年７月豪雨の
際に８時間前に越水の予測をして迅速な避難
指示等に繋げた。

◆地域で支える交通推進事業�
　公共交通空白地域などにおいて、移動困難者の
日常生活を支える交通を確保するため、地域住民
が主体的に計画・運行する「小さな交通」に対し、
アドバイザー派遣や運行費用補助などによる伴走
型支援を行う。�
　
（主な質疑と答弁）
問： アドバイザー派遣及び運行費用補助における
事業費650万円の内訳とアドバイザー派遣の
内容について伺う。

答： 内訳は、アドバイザー派遣に250万円、運行
費用補助に400万円。アドバイザー派遣の内
容については、地域の検討熟度に応じ、学識
経験者や他地域で小さな交通の取り組みをし
ている専門家などの参画のほか、議論を円滑
に進めるためのファシリテーターとしてコン
サルタントの派遣も想定している。

総 　 　 　 　 　 務

経　 済　 民　 生

文　 教　 福　 祉

建　 設　 水　 道
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委員会での調査結果をもとに市長に政策提言
　市議会の各常任委員会では市の事務に関する調査、検証を行っており、そのうち総務、文教福祉、
経済民生の各常任委員会で行った調査の結果について３月24日の本会議において委員長より報告がな
され、全会一致で承認され、内容を取りまとめた提言書を市長へ提出しました。

総 務 常 任 委 員 会
調査テーマ・期間：災害時における市の役割・市民の役割に関する調査（令和４年１月〜令和５年２月）
調査目的： 近年頻発する自然災害などから市民の生命を守るため、災害時に市、市民双方が互いに必要

な行動をとり、被害の軽減に資する取り組みを検討するため。
提言の主な内容
　〇防災リーダー養成講座の実施について
本市が主体となった防災リーダー養成講座を実施し、人材の育成に努めるべきである。また、講座
の実施に当たっては受講の機会を幅広く確保し、特に、若い世代の担い手を育てる観点から中・高
生なども対象とすべきである。加えて、カリキュラムの工夫により、講座を修了することで防災士
の受験資格を取得することができる内容とし、地域における防災士の増加を目指すべきである。

　〇家族からの緊急避難連絡の取り組みについて
一人暮らしの高齢の方や情報収集が苦手な方の家族に本市が発信する災害情報を登録いただき、
避難情報などが発令された際に連絡いただく取り組みを推進すべきである。

文教福祉常任委員会
調査テーマ・期間：児童虐待防止への取り組みに関する調査（令和４年３月〜令和５年２月）
調査目的： 児童虐待相談件数が全国的に年々増加している現状を喫緊の課題として捉え、本市において

重篤な虐待事件を引き起こさないための取り組みを検討するため。
提言の主な内容
　〇児童虐待予防の取り組みの強化について
子どもが虐待などの様々な暴力から自分を守るための人権教育プログラムであるCAPを保育所や
学校などで実施すべきである。また、ペアレントトレーニングや既存のショートステイ事業を拡充
させ、養育者の孤立を防ぐ体制を強化すべきである。

　〇庁内の支援体制と関係機関の連携の取り組みの強化について
虐待の早期発見のため、庁内や関係機関に、対応マニュアルなどを周知するとともに、虐待対応の
研修を定期的に実施し、連携を強化することで、リスクのあるケースを見落とさないようにすべき
である。

経済民生常任委員会
調査テーマ・期間： 郊外型大型商業施設開業に伴う本市への影響と対策に関する調査�

（令和４年２月〜令和５年２月）
調査目的： 令和７年春に予定されている近隣自治体での郊外型大型商業施設開業により、本市への様々

な影響が想定されるため。
提言の主な内容
　〇大型商業施設への対策の一環としての商店街活性化：個性的で魅力ある店舗づくりへの支援
専門知識を有するアドバイザーを派遣し、課題解決のために必要な費用の支援も含め、より質の
高い商品、サービスの提供や店舗づくり、広報活動などによって、その店舗の魅力を高めるため
の支援を行うべきである。

　〇大型商業施設との連携：大型商業施設を活用したプロモーション活動と本市への誘導
施設内に本市の魅力をPRするブースの設置や施設内でイベントを開催するなど積極的なプロモー
ションを行い、また、中心市街地のイベント情報も発信することで、人を誘導し、魅力ある個店と
の回遊性を持たせるべきである。

委員長報告の全文は市議会ホームページでご覧いただけます。
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～議案等の審議結果～

〔市長提出議案〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

5年度予算 一般会計、水道事業会計、下水道事業会計、農業集落排水事業会計、各特別会計 ◯
4年度補正
予算

一般会計、水道事業会計、下水道事業会計、国民健康保険事業費特別会計、公設地方卸売市場事業費特別会計、
庁舎整備基金運用特別会計、後期高齢者医療事業費特別会計 ◯

条例制定
職員の修学部分休業に関する条例

◯職員の自己啓発等休業に関する条例
農林業振興基金条例

条例改正

地方公務員法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例

◯

手数料条例
市立幼稚園預かり保育に関する条例
学習センター条例
指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例
幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例
国民健康保険条例
旅館業法施行条例
都市公園条例
市営住宅等条例
道路占用料徴収条例
水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例等
消防団員の定員、任免、服務及び給与に関する条例
市長等の給与に関する条例
東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例
東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例

条例廃止 奨学基金条例 ◯

人事
財産区管理委員選任（土湯温泉町財産区）

◯財産区管理委員選任（飯坂町財産区）
人権擁護委員候補者推薦

財産取得 土地取得 ◯

その他
市道路線の認定及び廃止

◯
包括外部監査契約

〔委員会、議員提出議案〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果
その他 専決事項指定の件の一部改正 ◯

意見書
飼料価格の高騰から畜産・酪農家を守るためのさらなる支援を求める意見書 ◯
保育施設での良質な保育の保障及び保育士不足の解消等を求める意見書 ◯
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 ◯

各議案の概要や資料は
こちらからご覧ください。

３月定例会議
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～令和５年度の予算を審査～

〔請願・陳情〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果
請願 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出方について ◯

陳情

庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求めることについて ×
子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書提出方について ◯
公定価格を引き上げ、保育士等の処遇改善を求める意見書提出方について ◯
子どもたちのために、保育士の処遇改善のための必要な措置を求める意見書提出方について ◯
福島市議会議員の議案等に対する賛否一覧を市民に公表するための方策を講じることを求めることについて ×
ふくしまスカイパーク開場日（４月１日）の延期を求めることについて ×
保育士等の処遇改善を求めることについて ◯

　３月定例会議では予算特別委員会を設置し、４つの常任委員会（総務、文教福祉、経済民生、
建設水道）と複合市民施設に関する調査特別委員会を単位とする各分科会において、令和５年度
の予算を審査し、さらに全体会で総括質疑を行いました。
　令和５年度の一般会計当初予算額は1,147億円、仮置場返還関連事業費を除いた実質的な予算
額1,126億9,000万円は８年連続の増加で過去最高額となりました。

総括質疑の主な内容
問：GISを活用した家屋管理システム導入事業の内容、効果の見込みは。
答： 航空写真上に作成する家屋の外形図と家屋台帳の家屋番号とのひもづけを行うこと
により市内全域の家屋の確認を行うシステムを構築する。

　　�　これにより、市内にある約16万棟の家屋について定期的な確認を行うことで課
税客体のより適切な把握による課税の適正化と業務の効率化に寄与する。

令和５年度　当初予算の概要は福島市ホームページに掲載されて
おりますので、こちらからご覧ください。

災害に備えて ～議会機能継続計画を策定～
　議会機能継続計画策定特別委員会は、令和４年６月から計12回の委員会を開催し、大規模災害時や新たな感
染症などの危機事象に対応した議会機能の維持と早期回復を図るため、必要となる組織体制や議会・議員・事
務局職員の役割などについて定めた福島市議会機能継続計画を策定しました。
　３月24日の本会議において、委員長が計画策定の経過や主な内容について報告を行い、全会一致で承認され、
当特別委員会の活動は終了しました。
　福島市議会は、自然災害や感染症等が発生した場合においても、計画に基づき議会機能を継続し、二元代表
制の一翼として、市民を代表する議決機関としての役割を果たし、市当局の災害対応に即応するとともに、市
民に寄り添いながら速やかな復旧・復興へ全力で取り組んでいきます。

　【計画の概要】
　 １　目的と名称　　　　　　　　２　対象とする災害等　　３　議会・議員・事務局職員の役割
　 ４　災害等発生時の連絡体制　　５　災害対策組織　　　　６　行動基準
　 ７　災害等発生時の議会運営　　８　オンラインを活用した会議の開催について
　 ９　感染症流行時の対応　　　　10　防災訓練　　　　　　11　計画の見直し 　

策定した議会機能継続計画はこちらからご覧ください。
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◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960−8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024-525-3776　FAX 024-534-2520
　福島市議会 広報委員会あて

◆市議会ホームページをご覧ください。
　 https://www.city.fukushima.fukushima.jp/

gi-soumu/shise/shigikai/

発行：福島市議会
編集：広報委員会

開 催 日 開催時間 会　　場
５月８日㈪ 午後２時〜３時15分 蓬萊学習センター分館　２階ホール
５月９日㈫ 午後６時30分〜７時45分 北信支所　２階大会議室
５月11日㈭ 午後２時〜３時15分 もちずり学習センター　２階ホール
５月12日㈮ 午後２時〜３時15分 信夫学習センター　１階ホール

●事前申し込みは不要ですので、ご都合のよい会場へお気軽にお越しください。
●議会報告会
　 令和４年11月から令和５年３月までに開催された議会の内容をお知らせ

いたします。
●意見交換会
　テーマは設けず市政全般に対するご意見をお聴きします。

お知ら
せ
令和� �年春季

議会報告会・意見交換会を開催します

◆開会が５月30日と、例年より早くなっております。
　それにともない、６月定例会議で審議する
　請願・陳情の締め切りは、５月31日㈬午前11時
　となりますのでご注意ください。
◆本会議、委員会ともどなたでも傍聴いただけます。
◆委員会の傍聴など詳しくはホームページをご覧ください。

６月定例会議開催予定（５月30日～６月16日）
日 月 火 水 木 金 土

5/30 31 6/1 2 3
本会議
（開会）

4 5 6 7 8 9 10
本会議

（一般質問） 本会議（一般質問）

11 12 13 14 15 16 17
本会議

（一般質問） 常任委員会 本会議
（採決等）

　３月24日、総務、文教福祉、経済民生の各常任委員会議会で行った所管事務調査※（詳し
くは７ページをご覧ください）の結果を取りまとめた政策提言書を市長に提出いたしました。
　議長から市長へ提言書を提出したのち、各委員長から�
提言内容について説明を行い、市長から各課題に対する�
認識や今後の取り組み方針などを確認しました。
　福島市議会では、これまでも調査に基づく政策提言を�
実施してきており、今後も積極的に政策提言を行っ
てまいります。 提言書はこちらからご覧ください。

市の重要課題の解決に向けて〜市長へ政策提言〜


